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　1973年 の 7 月か ら 8 月に か け て，オ セ ア ニ ア の シ

ョ
ウ ジ

ョ
ウ バ エ 野 性 集 団 の 溝成を調査した 際 に ，そ

の 行程 の
一部 で あ る ソ ロ モ ソ諸島 ガ ダル ヵ ナ ル 島 ホ

ニ ア ラ と， ニ ユ ージ ョ ジ ア 島 ム ソ ダで 採集を 行 な っ

た 。

　 ホ ユ ア ラ で は ，キ ノ コ に 集 ま る フ サ シ ョ ウ ジ ョ ウ

バ エ 亜 属の Drosophila （Hirtodrosophila） menisi ．

gra，　 D．（H ．） seminigra お よ び 新種 の D ・（H ・）

sσlomonica （未 記載） な ど を採集した。 ま た， ホ

ニ ア ラ と ム ン ダ で は ， ア ナ ナ ス シ ョ ウ ジ a ウ ハェ

D．（S・ph ・ph ・ ra ） ananassa ・ の 近似種 の D ・〔S・）

pallid・sa の 分布が 判明 し た。そ の 結果， ユ） D ．

（H ．）．solomonica は．南米 に 多 く分化 し て し か もサ

モ ァ や フ
ィ ジーに もい る Zygothr 三ca 属 と，形態的

に よ く類似 して い るの で，そ の 起源 に は 地 理 的な関

連 の あ る こ とが 考 え られ た e

　2）か つ て Futch （1966）は ，サ モ ア の ア ナ ナ ス シ

ョ ウ ジ ー1 ウ バ ェ か ら．明 色 型 と暗色型と を 分離 し，

そ れら相互 に 性 的隔離 の 存在 と，染色体逆位 の 相 違

を 述べ ，Johns。 n ら （1966） は ．こ れ ら両者 に ア イ

ソ ザ イ ム 多型 の あ る こ とを 認め ，か つ 成瀬 （1966）

は ，両者 間 の 移 動行動 に 遺伝的差異を報告した の で

Bock ＆ Wheeler （1972） は， こ の 明色型を D ．

p αllidosaと命名 した。そ こ で ，こ の ア ナ ナ ス シ ョ

ウ ジ ョ ウ バ エ とそ の 近縁 の 1 群 を，雄 の 性櫛の 類似

性 と，外部生殖器官 の aedeagus の 円筒状 （分岐 し

て い な い ）等 の 特徴か ら anaraassae
−complex とL・

い ，こ れ らの geographica ｝な分布に 触れ て み た い 。

す な わ ち ，D．　 pallidosa は ， サ モ ア ， フ ィ ジ
ー，

ト ソ ガ． ソ ロ モ ソ ， ニ
ュ

ー
ブ リ テ ソ （ラ バ ウ ル ）お よ

び 東部 パ プ ア ・＝
＝
一ギ ニア （ポ ポ ン デ ツ タ ）に 渡

っ て 拡 が っ て い る こ と が確認 さ れ た fruitc十 yeast）

feederで あ る 。

フ タク シ シ ョ ウジ ョ ウバ エ 類の分布からみた亜種の

分化
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comp ！ex 三n　view 　of 　distribution
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　フ タ ク シ シ ョ ウ ジ ョ ウバ ェ 類 （DrOS・phita　biPe・

ccinata ．−complex ） は 菓南 ア ジ ア を 中 心 に 4 種 が 分

布 して い る が ．そ の うち 2 種 Drosophil α malerko ・

ttiana 　Parshad ＆ Paika　と　D ・pseudoananassae

Bock とは ．それぞれ 雄 の 腹背端が 黒い か黄色 い か

に よ っ て 2 亜 種 に 分け られ て い る 。
mate 厂hoctiana

は ア フ リ カ．イ ン ドか ら セ レ ベ ス に か け て 分布 し，

2 亜種 （mateFkot ・liana，　pallens）の 分布境界線は マ

レ イ半島 とボ ル ネ オ の 間 に あ る。pseudoanan α ssae

は イ ソ ドか ら ニ ューギ ＝ ヤ． ソ ・ モ ン ，t 一ス ト ラ

リヤ に か け て 分布 し， 2 亜 種 （nigreras ，　pseudoa ・n ・

anassae ） の 分布境界線は ボ ル ネ オ と セ レ ベ ス の 間

に あ り，大体 Merrill線と・一致す る 。 両種 とも境界

線の 西方に 分布す る亜 種 （malerkotli α na ．　nigrens ）

は 黒色 型 ，東方 に 分布す る亜種 （palleres，　pse − do−

ananaSSCLe ） は 黄色型 で あ る 。

　 シ ヨ ウ ジ ョ ウバ ェ の 発祥した 中世代 の 終 ワか ら新

世代の 初 め に か け て は ，ス ン ダ 列島や ニ
ュ
ーギ ニ ヤ

北部は ま だ 海中に あ っ た 。 恐 ら くア ン ガ ラ 大陸 南部

に 発祥 した こ れ らの シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ は ，ス ソ ダ列

島， ニ
ュ
ーギ ニ ヤ の 陸化 と と もに 東方 に 向 か っ て 分

布 を拡げて い っ た もの と思 わ れ る 。 すなわ ち，1．黒

色型は 黄色型 よ り後に 発祥地近 くに 新 生 した か ，2，

黒色型が東進 とと もに 黄色型を新生 した か ，の 何れ

か で あ る こ とが 考 え られ る 。しか し地史的 お よ び 遺

伝的に は 後者（2，）の 方が よ り確 か ら し く思 わ れ る。
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